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ぼ
倍
増
し
た
と
ロ
イ
タ
ー
通
信
が
９
月

８
日
に
報
じ
て
い
る
。
両
国
で
ガ
ス
に

戻
さ
れ
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
Ｅ
Ｕ
域

内
へ
送
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
依
然
と

し
て
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し

て
お
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ
バ
キ
ァ
、

ギ
リ
シ
ャ
な
ど
は
、
ト
ル
コ
経
由
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
で
今
も
ロ
シ
ア
か
ら
天
然

ガ
ス
を
輸
入
し
て
い
る
。

国
民
は
消
費
財
で
困

っ
て
は
い
な

い
。
あ
る
は
ず
の
な
い
西
側
商
品
が
普

通
に
手
に
入
る
よ
う
で
、
日
用
品
や
ア

パ
レ
ル
製
品
の
多
く
は
、
韓
国
製
や
ト

ル
コ
製
、
国
産
品
へ
の
置
き
換
え
が
進

ん
で
い
る
。

ル
ー
ブ
ル
安
が
財
政
の
助
け

は
っ
き
り
変
わ
っ
た
の
は
自
動
車
の

販
売
で
、
日
本
を
は
じ
め
西
側
メ
ｌ
ヵ

ｌ
が
撤
退
し
た
後
の
空
白
を
中
国
車
が

埋
め
て
い
る
。
２３
年
上
半
期
、
中
国
か

ら
ロ
シ
ア
ヘ
の
自
動
車
の
輸
出
は
、
な

ん
と
前
年
同
期
の
６
倍
近
い
３４
万
台
超

と
な
っ
た
。
今
日
、
ロ
シ
ア
で
最
も
売

れ
て
い
る
ト
ッ
プ
ー０
の
う
ち
６
モ
デ
ル

は
中
国
車
だ
。
ロ
シ
ア
は
、
中
国
車
の

世
界
最
大
の
輸
出
市
場
に
な
っ
た
。

他
方
、
西
側
商
品
の
並
行
輸
入
の
ル

ー
ト
が
中
国
、
ト
ル
コ
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦

（Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
中
央
ア
ジ
ア
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

へ
広
が
っ
て
い
る
。

筆
者
が
昨
年
１０
月
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ

た
時
、
ロ
シ
ア
政
府
の
知
人
は
、
制
裁

で
入
手
が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

品
ロ
リ
ス
ト
の
作
成
に
忙
し
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
ボ
ー
イ
ン
グ

や
エ
ア
バ
ス
の
航
空
機
の
補
修
部
品
も

代
替
ル
ー
ト
で
調
達
さ
れ
、
必
要
な
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
も
更
新
さ
れ
て
い
る
。
「半

分
だ
け
の
フ
エ
ン
ス
を
フ
ェ
ン
ス
と
は

い
わ
な
い
」
―

。
ロ
シ
ア
の
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
は
そ
う
語
り
、
ロ
シ
ア
経
済
の

弱
体
化
を
狙
っ
た
対
ロ
シ
ア
経
済
制
裁

は
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
と
の
見
方
を

示
し
た
。

石
油
の
輸
出
収
入
が
減
ら
な
い
な
か

で
、
ロ
シ
ア
の
金
融

・
財
政
当
局
は
通

貨
ル
ー
ブ
ル
の
対
ド
ル
レ
ー
ト
を
安
値

へ
誘
導
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
収

支
の
改
善
に
成
功
し
て
い
る
。
ル
ー
ブ

ル
相
場
が
下
落
す
れ
ば
、
外
貨
で
受
け

取
る
石
油

。
天
然
ガ
ス
な
ど
の
輸
出
代

金
が
増
額
す
る
の
で
、
資
源
輸
出
に
多

く
を
依
存
す
る
国
家
財
政
に
は
助
け
に

な
る
。
財
政
赤
字
は
年
末
ま
で
に
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
以
内
に
収
ま
り
そ
う
だ
。
資

源
輸
出
が
可
能
に
す
る
財
政
運
営
の
妙

技
と
い
っ
て
よ
い
。

ル
ー
ブ
ル
が
下
落
し
て
も
、
管
理
で

き
る
範
囲
内
な
ら
ば
問
題
は
な
い
。
ロ

シ
ア
中
銀
の
ナ
ビ
ウ
リ
ナ
総
裁
と
シ
ル

ア
ノ
フ
財
務
相
は
そ
う
判
断
し
て
、
戦

時
経
済
の
金
融

。
財
政
を
巧
み
に
運
営

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
す
べ
て
が
う
ま
く
回
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ラ
マ
キ
で
輸

入
需
要
を
刺
激
し
過
ぎ
た
こ
と
も
、
ル

ー
ブ
ル
の
下
落
の
要
因
の
一
つ
と
み
ら

れ
、
為
替
市
場
に
ド
ル
が
不
足
し
て
、

ル
ー
ブ
ル
が
あ
ふ
れ
る
状
態
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
ル
ー
ブ
ル
は
ド
ル
に
対

し
て
年
初
か
ら
３６
％
下
落
し

（図
１
）
、

イ
ン
フ
レ
圧
力
も
再
び
高
ま
っ
て
い
る

（図
２
）
。
今
年
７
～
９
月
に
ロ
シ
ア
中

銀
が
立
て
続
け
に
金
利
の
引
き
上
げ
を

迫
ら
れ
た
の
は
そ
の
た
め
だ
。

一
定
の
石
油
収
入
が
続
く
限
り
、
ロ

シ
ア
経
済
は
あ
と
１
～
２
年
は
持
ち
こ

た
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
西
側
の
技

術
が
入
ら
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
長

期
的
に
は
衰
退
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ

れ
が
、
３
人
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
の

認
識
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
３

第

２

部

（
７８

バ
‐
）
に

続

く

図1 ルーブルの対ドルレートの推移
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(前年同期比、%)図2 ロシアの消費者物価指数の推移
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